
 

 

 

  ……新スキャナ入力は、スキャナ読取りをサーバで行い、修正転記処理を多数のクライアントで分散処理でき、 

    入力処理の並列・多重処理が可能でより一層の入力のスピードアップが図れます。月末月初や締日の 

    伝票集中時や、多くの会社マスターを処理する場合などにその威力を発揮します。 

 

従来スキャナ入力従来スキャナ入力従来スキャナ入力従来スキャナ入力  １台のＰＣで読取・修正・転記までを処理するため、次の伝票読取を行うためには一連の処理が終了 

             するまで待たなければなりませんでした。    

【 ３社の読取の場合 】 

   ＰＣ１台    読取１  修正転記１   読取２  修正転記２  読取３  修正転記３ 

 

   スキャナ 

 

        新スキャナ入力新スキャナ入力新スキャナ入力新スキャナ入力   サーバで読取のみを行い、修正・転記はネットワークの各クライアントで分散処理します。 

    

   サーバ     読取１  読取２  読取３ 

 

   スキャナ 

 

   ｸﾗｲｱﾝﾄ１         修正転記１ 

 

    ｸﾗｲｱﾝﾄ２                  修正転記２ 

 

    ｸﾗｲｱﾝﾄ３                      修正転記３ 

 

※ 月末月初や締日の伝票が集中するピーク時や多くの会社マスターを処理している場合など『スキャナ共有分散処理』が、 

    ピーク時の入力待ちや集中負荷を解消し、分散処理でスピーディな入力処理を支援します。 

 

 

 

 

  ……サーバで伝票読取りを行い、読取終了時即読取データを指定したクライアントに自動送信します。 

 

【 サーバ読取開始時の転送先指定画面 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サーバの読取開始時、どのクライアントで処理するデー

タかを指定しておきますと、読取後自動的に読取データ

がそのクライアントに送られ、そのクライアントで修正

転記が行えます。サーバでは次の伝票の読取を行い、読

取後、別のクライアントでその修正転記処理が行えま

す。このように『スキャナ共有分散処理』では、サーバ

で読取だけを高速処理し、修正転記を多数のクライアン

トで同時並行的に分散処理することによ 

     り、従来処理に比べ短時間で処理できるよ 

     うになりました。 

■ サーバ側でスキャナ読取りを開始する時点で、どのクライア 

  ントで処理する伝票かを指定します。 

  保存先ディレクトリでクライアント名をリスト上から選択指 

  定します。 

■ 伝票読取後、自動的に指定されたクライアントに読取データ 

  が送信されます。 

■ 受信したクライアント側では、リジェクト文字修正・伝票修 

  正で各種データチェックが行われ、正確なデータ入力と会社 

  マスターへの転記更新処理ができます。 

 

※ サーバ側で、従来方法での読取・修正・転記の一連の処理を 

  行うこともできます。 

 



 

 

  ……クライアントで、リジェクト文字修正後伝票イメージそのままの修正画面で修正します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ……クライアントごとに修正文字の中から、学習させたい文字を選別して認識学習処理を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      スキャナスキャナスキャナスキャナ                                                                                        追加追加追加追加                            スキャナスキャナスキャナスキャナ    

                                                伝票発行伝票発行伝票発行伝票発行          振替伝票振替伝票振替伝票振替伝票          記入記入記入記入             入力入力入力入力                            受入転記受入転記受入転記受入転記    

 

 ※ ソフトウェア製品の仕様その他は、改良のため変更されることがあります。 

※ Office2000、Office 2003およびWindows2000、Windows XPは、マイクロソフト社の登録商標です。 

※ 表紙のスキャナは、CANON製DR-5020高速スキャナーです。 

■ 日付チェック 

■ 科目コードチェック 

■ 枝番チェック 

■ 部門チェック 

■ 合計金額チェック 

■ 貸借バランスチェック 

 

 

 

伝票単位の貸借バランスチェックで正確な入

力が行えます。 

複合仕訳が伝票２枚以上にわたる場合、伝票

番号を同一にしておくことにより、伝票番号

単位の諸口ゼロチェックが行われます。 

……月々発生する定型仕訳の伝票は、事前に作成しておくことで、起票の手間が省けます。 

    日付・金額・摘要など追加記入するだけで伝票が起票できます。 

■ 起票者のクセ字を個人別の学習モジュールでし 

   っかり学習記憶します。 

■ ×枠の数字を除いた０～９までの数字につい 

て認識学習します。 

■ パスワード認証で、個人別学習モジュールの高

精度認識率を維持することができ、常に効率よ

い読取り処理が行えます。 

■ 次回以降の読取り処理では、学習したクセ字を

きっちり読取りしますので、伝票起票もいつも

と同じ字体で記入できます。 

■ 文字修正の手間が省け、入力処理のスピードア

ップが図れます。 


